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リズム（tourism）」（Azzopardi & Nash，2013；Coghlan，2012；Dwyer, Knezevic Celbar, Edwards, & 
Mihalic，2012）や「フードサービス（food services）」（Tontini & Silveira，2007），「教育（education）」
（Nale, Rauch, Wathen, & Barr，2000； O’Neill & Palmer，2004），「ヘルスケア（healthcare）」（Abalo, 
Varela, & Manzano，2007），「銀行（banking）」（Joseph, Allbright, Stone, Sekhon, & Tinson，2005；Yeo，
2003），「行政（public administration）」（Van Ryzin & Immerwahr，2007），「電子商取引（e-business）」











































































































番号 期待項目 M SD 実感項目 M SD
① 1.就職後，多くの収入・給与を得るため 2.98 1.08 21.就職後，多くの収入・給与を得ることができそうだ 3.02 0.81
② 3.文系と医系の連携である「文医融合」の学部に魅力を感じたため 3.61 1.24 2.文系と医系の連携である「文医融合」ならではの授業に魅力を感じている 3.62 1.08
③ 5.人生の視野を広げるため 3.84 1.01 11.人生の視野を広げられている 3.93 0.83
④ 6.社会に通用する肩書きが必要なため 3.05 1.17 15.社会に通用する肩書が得られそうだ 3.09 0.81
⑤ 7.自分に合った職業を探すため 3.91 1.07 12.自分に合った職業を見つけられそうだ 4.12 0.76
⑥ 8.高い社会的地位を得るため 2.63 1.07 6.高い社会的地位を得ることができそうだ 2.86 0.94
⑦ 13.資格を取るため 4.54 0.67 19.希望している資格がとれそうだ 4.18 0.76
⑧ 15.知的好奇心を満たすため 3.39 1.07 5.知的好奇心が満たされている 3.66 0.91
⑨ 17.医学部があり，医学的な知識も学べるため 3.50 1.37 14.医学部があり，医学的な知識を学べている 3.74 0.95
⑩ 19.就職に有利なため 2.83 1.10 10.就職に有利になりそうだ 3.31 0.81
⑪ 20.学科専門の知識だけでなく，他学科の専門知識も学べるため 3.21 1.15 8.学科専門の知識だけでなく，他学科の専門知識も学べている 3.54 0.97
⑫ 22.同じように目的を持った友人を得るため 3.25 1.24 7.同じような目的を持った友人を得ることができている 4.30 0.79
⑬ 24.就職後，より高い役職に就くため 3.03 1.12 17.就職後，より高い役職に就くことができそうだ 3.08 0.77
⑭ 25.自分の才能を伸ばすため 3.64 1.00 1.自分の才能を伸ばすことができている 3.57 0.77
⑮ 26.地域に根差した教育方針に魅力を感じたため 2.95 1.10 22.地域に根差した教育に魅力を感じている 2.93 0.84
⑯ 27.幅広い教養を身につけるため 3.74 1.02 13.幅広い教養を身につけられている 3.86 0.84
⑰ 28.得意とすることを追求するため 3.76 0.95 20.得意とすることを追求できている 3.88 0.82
⑱ 29.興味のある分野を深く掘り下げるため 4.25 0.75 18.興味のある分野を深く掘り下げられている 4.17 0.75
⑲ 30.専門的な知識や技術を身につけるため 4.38 0.66 3.専門的な知識や技術を身につけられている 4.07 0.77
⑳ 33.青春をエンジョイするため 3.05 1.21 16.青春をエンジョイできている 3.68 1.00









































































番号 期待項目 M SD 実感項目 M SD
① 1.就職後，多くの収入・給与を得るため 2.76 1.09 21.就職後，多くの収入・給与を得ることができそうだ 2.98 0.93
② 3.文系と医系の連携である「文医融合」の学部に魅力を感じたため 3.66 1.45 2.文系と医系の連携である「文医融合」ならではの授業に魅力を感じている 3.37 1.15
③ 5.人生の視野を広げるため 3.82 1.07 11.人生の視野を広げられている 4.04 0.87
④ 6.社会に通用する肩書きが必要なため 3.04 1.23 15.社会に通用する肩書が得られそうだ 2.98 0.88
⑤ 7.自分に合った職業を探すため 3.78 1.18 12.自分に合った職業を見つけられそうだ 4.22 0.74
⑥ 8.高い社会的地位を得るため 2.55 1.19 6.高い社会的地位を得ることができそうだ 2.96 1.02
⑦ 13.資格を取るため 4.69 0.62 19.希望している資格がとれそうだ 4.47 0.61
⑧ 15.知的好奇心を満たすため 3.41 1.22 5.知的好奇心が満たされている 3.78 0.92
⑨ 17.医学部があり，医学的な知識も学べるため 3.37 1.57 14.医学部があり，医学的な知識を学べている 3.20 1.04
⑩ 19.就職に有利なため 2.92 1.15 10.就職に有利になりそうだ 3.41 0.91
⑪ 20.学科専門の知識だけでなく，他学科の専門知識も学べるため 3.43 1.24 8.学科専門の知識だけでなく，他学科の専門知識も学べている 3.71 0.91
⑫ 22.同じように目的を持った友人を得るため 3.53 1.36 7.同じような目的を持った友人を得ることができている 4.37 0.88
⑬ 24.就職後，より高い役職に就くため 3.06 1.27 17.就職後，より高い役職に就くことができそうだ 3.14 0.68
⑭ 25.自分の才能を伸ばすため 3.63 1.02 1.自分の才能を伸ばすことができている 3.59 0.84
⑮ 26.地域に根差した教育方針に魅力を感じたため 3.24 1.12 22.地域に根差した教育に魅力を感じている 3.04 0.80
⑯ 27.幅広い教養を身につけるため 3.75 1.20 13.幅広い教養を身につけられている 3.96 0.94
⑰ 28.得意とすることを追求するため 3.76 0.86 20.得意とすることを追求できている 3.86 0.85
⑱ 29.興味のある分野を深く掘り下げるため 4.24 0.89 18.興味のある分野を深く掘り下げられている 4.18 0.81
⑲ 30.専門的な知識や技術を身につけるため 4.40 0.76 3.専門的な知識や技術を身につけられている 4.17 0.88
⑳ 33.青春をエンジョイするため 3.14 1.33 16.青春をエンジョイできている 3.78 1.03


















































































番号 期待項目 M SD 実感項目 M SD
① 1.就職後，多くの収入・給与を得るため 3.07 1.05 21.就職後，多くの収入・給与を得ることができそうだ 3.04 0.73
② 3.文系と医系の連携である「文医融合」の学部に魅力を感じたため 3.56 1.10 2.文系と医系の連携である「文医融合」ならではの授業に魅力を感じている 3.74 1.02
③ 5.人生の視野を広げるため 3.84 0.99 11.人生の視野を広げられている 3.85 0.80
④ 6.社会に通用する肩書きが必要なため 3.02 1.13 15.社会に通用する肩書が得られそうだ 3.12 0.74
⑤ 7.自分に合った職業を探すため 3.96 1.00 12.自分に合った職業を見つけられそうだ 4.06 0.78
⑥ 8.高い社会的地位を得るため 2.65 0.98 6.高い社会的地位を得ることができそうだ 2.77 0.85
⑦ 13.資格を取るため 4.44 0.69 19.希望している資格がとれそうだ 4.00 0.79
⑧ 15.知的好奇心を満たすため 3.37 0.99 5.知的好奇心が満たされている 3.57 0.89
⑨ 17.医学部があり，医学的な知識も学べるため 3.55 1.23 14.医学部があり，医学的な知識を学べている 4.05 0.74
⑩ 19.就職に有利なため 2.74 1.08 10.就職に有利になりそうだ 3.22 0.72
⑪ 20.学科専門の知識だけでなく，他学科の専門知識も学べるため 3.04 1.06 8.学科専門の知識だけでなく，他学科の専門知識も学べている 3.43 1.01
⑫ 22.同じように目的を持った友人を得るため 3.07 1.14 7.同じような目的を持った友人を得ることができている 4.26 0.74
⑬ 24.就職後，より高い役職に就くため 2.99 1.02 17.就職後，より高い役職に就くことができそうだ 3.01 0.81
⑭ 25.自分の才能を伸ばすため 3.64 1.00 1.自分の才能を伸ばすことができている 3.55 0.74
⑮ 26.地域に根差した教育方針に魅力を感じたため 2.74 1.04 22.地域に根差した教育に魅力を感じている 2.85 0.85
⑯ 27.幅広い教養を身につけるため 3.73 0.90 13.幅広い教養を身につけられている 3.78 0.77
⑰ 28.得意とすることを追求するため 3.76 1.01 20.得意とすることを追求できている 3.89 0.81
⑱ 29.興味のある分野を深く掘り下げるため 4.27 0.67 18.興味のある分野を深く掘り下げられている 4.16 0.73
⑲ 30.専門的な知識や技術を身につけるため 4.37 0.60 3.専門的な知識や技術を身につけられている 4.00 0.70
⑳ 33.青春をエンジョイするため 2.98 1.12 16.青春をエンジョイできている 3.60 0.98












































































　 （Ⅰ） 不満足空間 （Ⅱ） 満足空間 （Ⅲ） 潜在的不満足空間 （Ⅳ） 潜在的満足空間
学部全体 ② ,⑭ ③ ,⑤ ,⑦ ,⑨ ,⑯ ,⑰ ,⑱ ,⑲ ① ,④ ,⑥ ,⑩ ,⑪ ,⑬ ,⑮ ⑧ ,⑫ ,⑳
総合子ども学科 ② ,⑭ ③ ,⑤ ,⑦ ,⑫ ,⑯ ,⑰ ,⑱ ,⑲ ① ,④ ,⑥ ,⑨ ,⑩ ,⑬ ,⑮ ⑧ ,⑪ ,⑳
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